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最近の臨床研究の結果をわかりやすくまとめ，今後の臨

床応用への可能性について述べる．

Ｉ網膜循環測定法
"へ

網膜循環測定法に関してはいくつかの測定法がある

が，測定する部位を分けて考えると理解しやすい．以下

に，測定部位ごとに測定法を解説する．
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図１２方向LaserDopplerVelocimetryの原理

5．網膜血流測定法の進歩

長岡泰司＊

l4f=Dopplershiftoo赤血球速度(血流速度)’

．､２方向からドップラーシフトを観察

することにより，血流速度の絶対値

を測定することが可能

）

1．網膜血管は生体で唯一観察可能な血管である．

2．レーザードップラー眼底血流計では，網膜大血管の

血流量の絶対値を測定できる．

３．２型糖尿病患者では網膜症発症前から網膜血流量が

低下している．

4．眼血流装置は，その特徴をよく理解して，データを

解釈することが重要である．

１．網膜大血管の血流測定

生体組織にレーザー光を照射すると，その散乱光同士

が干渉するが，この際，血液中の赤血球粒子はドップ

ラー効果に基づいてその散乱光の周波数が４ｆだけシフ

トして，周辺部からの散乱光との干渉によるDoppler

beatとよばれる時間点明暗の繰り返しを発生させる（図

1)．このような散乱光を測定することにより血流速度を

求めることができる．

網膜大血管内の血流速度を評価する際に，網膜血管の

中を流れる赤血球粒子にレーザー光を照射すると，ドッ

プラー効果により周波数が偏位するが，この周波数偏

位が血流速度に比例することを利用し，網膜血流速度
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糖尿病網膜症や網膜静脈閉塞症などさまざまな網膜硝

子体疾患の病態に，眼循環の異常が関与していると考え

られる．現在最も臨床で広く用いられている眼循環評価

法は蛍光眼底造影検査であり，臨床応用されてから５０

年以上の歴史があるが，造影剤による吐き気やまれに

ショックを起こすことがあるなど，侵襲的な検査法であ

り，頻回に行える検査ではない．また，蛍光眼底造影で

は新生血管の有無に加え，無潅流領域の検出など血流を

定性的に評価することには優れているが，眼血流の変化

を数値化し定量的に評価することはできない．

眼循環動態を定'性的ではなく定量的に評価することが

できれば，あたかも眼圧で緑内障を管理するように，ま

たヘモグロビンA1cで血糖を管理するように，糖尿病網

膜症を管理することも可能となり，網膜硝子体疾患の病

態把握や治療効果の判定など，眼循環を測定する臨床的

意義は大きくなるものと考えられる．網膜血管は生体に

おいて非侵襲的に直接観察しうる唯一の血管であり，こ

の特徴を生かしてこれまでいくつかの網膜循環測定法が

開発．臨床応用され，近年これらを用いた報告が多くな

されている●本稿では，これら網膜循環測定法を用いた
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･赤血球の速度が速ければ速いほど

ドップラーシフトは大きくなる
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